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今後のスケジュールについて
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自律移動支援プロジェクト プロジェクトのスケジュール

H18
1

委員会
開催

実証実験

関連事項

平成17年度 平成18年度
平成19年度
以降

12 2

技術仕様書
策定

●第4回推進委員会
(H17.12.6)

●第5回推進委員会

仕様書策定
●

内容・詳細項目の検討

●第2回場所情報検討委員会

●TRONSHOW2006
（東京国際フォーラム）
(H17.12.14～16）

●神戸空港開港
(H18.2.16）（予定）

モニター調査

機器の通信確認等

●ゆきナビ
あおもりプロジェクト
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●第1回セキュリティーポリシー
検討委員会（仮称）

●神戸空港
ユビキタス実証実験

仕様書の更新

試

験

的

展

開

既存の環境を活かした展開

地方自治体等と連携した、試験的展開
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自律移動支援プロジェクトの推進自律移動支援プロジェクトの推進

◇自律移動支援プロジェクトにおける実証実験成果を踏まえ、地方自治体等との連携を図
りつつ、モデル地域で試験的に展開

◇各省等との総合的な取組による「ユビキタス場所情報システム」の多角的な活用の推進
「ユビキタス場所情報システム」・・・電子タグ、無線、赤外線、センサー等の通信機器をネットワークで結び、あらゆる

「場所」に関する情報を利用者の属性に応じて利用できる情報システム。

これまでの取組み

電子タグ等の最先端のユビキタスネットワー
ク技術を活用し、「いつでも、どこでも、だれで
も」が必要な情報を提供し、高齢者、障害者、
訪日外国人観光客等に対し、自律移動を支援
するシステムの構築に向け、産学官民の連携
体制のもと、16・17年度に神戸などで実証実験
を実施し、仕様書を策定。

電子タグ付き誘導用ブロック

シールタグ

各種電波信号

白杖から
誘導用ブロックへ

電波を発信

誘導用ブロックから
白杖を経由して
携帯通信端末へ
情報を送信

電波信号で
携帯通信端末へ

情報を送信

携帯通信端末から
シールタグへ
電波を発信

シールタグから
携帯通信端末へ
情報を発信

ユニバーサルデザイン政策大綱に基づき、すべての人にやさしいまちづくりを推進するため、地方自
治体等と連携を図りつつ、下記の通り、各地への展開に向けた取組みを推進する。

スパイラルアップ
（継続的改善）

普

及

・
促

進

普普

及及

・・
促促

進進

モデル地域での展開モデル地域での展開

技術仕様の技術仕様の
改善・標準化改善・標準化

得られた得られた
知見の集約知見の集約

技術的知見の提供

新たな課題・
改善点等の抽出

国と地方自治体等との連携・協働

モデル地域の選定

国 土 交 通 省

各省等との総合的な取組による「ユビキタス場所情報システム」の多角的な活
用の展開

フィードバック

１８年度要求額１８年度要求額 ７２１百万円７２１百万円 （１７年度予算額（１７年度予算額 ４９０百万円）４９０百万円）




